
H26.5.23実施 議会特別委員会 「⾃治基本条例ワークショップ」まとめ

■議会として⼤切なこと

括り キーワード
開かれた議会 町⺠に⾒える議会
情報発信・共有 議会活動を町⺠に伝える

住⺠が求める情報を出せる
新しい情報の収集

コミュニケーション 親しみやすい議会
町⺠と共に学ぶ機会の創出、町⺠の育成

議会改⾰ 政策能⼒の強化のための他町村への調査活動、⽴法活動の充実
多様な町⺠が議会に参加できる道の確保

⼆元代表制の意義 理事者と均衡関係を保ち協⼒し、住⺠のための議会とする
⾏政、市⺠からの独⽴性
適性な⾏財政運営のチェック、監視役
（町づくりの）条例の審査
⾏政の施策をより良いものにするよう提⾔や進⾔をする

議会の運営 町の課題を⼤きな視点から考え解決に導く
（町⺠益）町⺠全体の利益、幸せを追及する
町⺠の声を町政に反映させる
少数意⾒、弱者の意⾒にも⽿を傾ける姿勢
（議員同⼠が尊重しながら）徹底した議論、積極的な議論

政策⽴案 時代に合った政策の⽴案提⾔
政策⽴案能⼒の向上

国・県との懸け橋 町⺠の意⾒を国・県に要望し、活動する
国・県の動向を知り、学ぶ⼒を強化する

交流 他町村との交流
⾃治会との関わり

その他 ⾼森町独⾃のまちづくりを⽬指すこと（周りに流されない）
いろいろな世代の議員や⼥性議員を増やす
課題  政務調査費がない。個⼈の活動に差があり必要。



H26.5.23実施 議会特別委員会 「⾃治基本条例ワークショップ」まとめ

■議員として⼤切なこと

括り キーワード
町⺠の代表である⾃覚意識 町⺠の代表者（公⼈）としての⾏動（模範となる）、⼼がけ
姿勢 住⺠から信頼される

公正・公平・誠実
地域での責任を果たす（⾃治会の役員等）
町⺠の住みよい町をつくるために働く
町⺠の幸せを⼀番に考える
常に町⺠の安全安⼼な⽣活を守るよう⼼掛ける

⻑期的視点を持つ 町の将来展望を考える

⾃⼰研鑚 広い⾒識、教養
 ↓ 条例、法律等の勉強
（スキルアップ） 国、県、町の動きを知り、学ぶ
 ↓ ビジョンに基づいた政策⽴案能⼒
政策⽴案能⼒の向上 ⾃分の確固たる意⾒を持ち、少数意⾒でも主張する

情報を分析し、解決⽅法を思考

町⺠の意⾒を町政に ⾏政と町⺠とのパイプ役
町⺠⽬線（町⺠起点） 町⺠の声を反映し、政策提⾔を⾏う

⽇常⽣活における町⺠の想いやニーズを知る（情報収集）
困っている⼈たちの相談に乗り、解決する努⼒をする
町⺠の⽬の届かぬところに⽬を向ける

情報の発信
地域とのコミュニケーション地域（区等）との関わりを⼗分持つ
町⺠とのコミュニケーション各種団体との交流、各種⾏事への参加

町⺠と共に活動できる機会を創る
多数のネットワークを持つ


